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広島県 FM 連絡会議代表幹事：広島県 

 

 平成 28 年度第２回の広島県ＦＭ連絡会議（自治体等ＦＭ連絡会議広島県地域会）を，平成 28 年 10 月

14 日に広島県呉市役所において開催しました。当日は，広島県内 18 自治体から合計 50 名が参加しまし

た。 

 

 前半では，浜松市産業部エネルギー政策課の松野様から，「公共施設等総合管理計画を進めるためのＦ

Ｍ手法と具体例～浜松市における資産経営の取組みから～」と題して，浜松市の具体的な事例から環境

整備，その工程，総論賛成・各論反対への対応，出口の解決策など先進的な浜松市の取組について，御

講演をいただきました。 

 

後半では，７月14～15日に鳥取市で開催された自治体等ＦＭ連絡会議の報告を広島県が行い，その後，

平成 27 年 12 月に完成した呉市新庁舎を見学し，呉市企画部企画課の川本課長から，新庁舎の建設に当

たっての取組について，「トータルライフコストを念頭に置いた庁舎建設」と題して，事例発表していた

だきました。 

続いて，意見交換会においては，公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画の進捗状況やその計

画の進め方，施設の複合化・多機能化の取組事例，公共施設包括管理業務などについて，自治体間での

意見交換や，前半に引き続き御参加いただいた講師の方や当会議のアドバイザーとして御参加いただい

た一般財団法人建築保全センターの池澤様から，それぞれの自治体が抱える課題の解決の方向性につい

て，アドバイスをいただきました。 

 最後に，幹事の改選を行い，来年度の幹事は，現在の幹事である広島市，呉市，廿日市市，広島県が

再任することを決定し，会議を閉会いたしました。 

 

今回の連絡会議は，平成 26 年度に設置し，５回目となりますが，初めて施設見学を行うなど，盛りだ

くさんの内容となりました。次回以降も，この会議での情報交換・意見交換を通して各自治体が結びつき

を深め，これからの課題を克服し，広島県全体でのファシリティマネジメントのレベルアップが図られる

よう，工夫していきたいと考えておりますので，今後とも皆様の御協力をお願いします。 

 

 


